
 
 

平成 23 年度高知県地球温暖化防止県民会議総会（次第） 
 
日時 平成 23 年５月 10 日（火） 
場所 こうち男女共同参画センター「ソーレ」大会議室 
 
１３：００ 受付 
１３：３０ 第 1 部 県民会議総会 
       １ 開会 役員紹介 
       ２ 開会あいさつ 
       ３ 議長指名 
       ４ 議事 
        （議題） 
         第１号議案 平成 22 年度高知県地球温暖化防止県民会議事業報告 P1 

        第２号議案 平成 23 年度高知県地球温暖化防止県民会議事業計画 P9 
       ５ 議長解任 
１４：１０  ６ 表彰                                                        P13 
        （１）部会長表彰 
        （２）会長表彰 
１４：２０  ７ 各部会事業への参加要請 
１４：３０  休憩 
 
１４：４５  第２部 講演会 
       「環境モデル都市梼原町のまちづくり」 
       梼原町長 矢野 富夫 氏 
 
１６：００  終了 
 



 



第１号議案 平成 22 年度高知県地球温暖化防止県民会議事業報告 

平成 22 年度 県民部会 

 １ 活動目標 

 家庭での二酸化炭素排出削減等の取組を、成果を見える化しながら進めていき、温

暖化防止活動を行う県民をあらゆる機会をとらえて増やす取組を推進する。 

 ２ 活動実績 

（１） 部会開催およびワーキング開催回数 

    【県民部会の開催】 

開催日 

第 1 回 H22 年 7 月 8 日（木） 

第 2 回    10 月 12 日（火） 

第 3 回    11 月 25 日（木） 

第 4 回 H23 年 2 月 16 日（水） 

内 容 

第 1 回 部会運営規程の確認および承認。部会長、副部会長、幹事会出

席者の選任。事業計画および年間スケジュールの確認。 

第 2 回 各事業の進捗状況報告。高知県豊かな環境づくり総合支援事業

費補助金への申請。来年度の取組を視野に入れた今後の進め方

について。 

第 3 回 各事業の進捗状況報告。豊か補助金への申請（温暖化防止啓発

ツールの作成）募集。高知県温暖化対策実行計画への意見提出。

来年度の事業計画策定に向けた課題および意見。 

第 4 回 各事業の進捗状況報告。表彰推薦選考。H23 年度事業計画に

ついて。 

成 果 

第 1 回 出席者 23 名 

第 2 回    11 名 

第 3 回    14 名 

第 4 回    10 名 

 

    【グリーンコンシューマーワーキングの開催】 

開催日 

第 1 回 H22 年 7 月 29 日（木） 

第 2 回     8 月 20 日（金） 

第 3 回     9 月 6 日（金） 

内 容 

第 1 回 マイバッグ促進（レジ袋削減運動）の事業展開について。 

第 2 回 マイバッグキャンペーンの実施体制および展開方法について。

ワーキングの体制について。豊か補助金への申請協力について。 

第 3 回 マイバッグキャンペーンの実施期間、対象者、取組内容等の最

終確認。 

成 果 

第 1 回 出席者 10 名 

第 2 回     8 名 

第 3 回     9 名 

「男も（女も）持つぞ！マイバッグ」キャンペーン 2010 

  期間：平成 22 年 10 月 1 日～11 月 30 日 

  参加者総数：８３８名  CO2 削減総量：９５７．６kg 
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    【木づかいワーキングの開催】 

開催日 

第 1 回 H22 年 7 月 27 日（火） 

第 2 回     8 月 19 日（木） 

第 3 回     9 月 1 日（水） 

第 4 回     9 月 22 日（水） 

第 5 回    10 月 8 日（金） 

第 6 回    11 月 15 日（月） 

第 7 回    12 月 13 日（月） 

第 8 回 H23 年 1 月 24 日（月） 

第 9 回     2 月 15 日（火） 

内 容 

第 1 回 県産材使用に関する、国と県の取組動向。ワーキングで取組む

内容について。 

第 2 回 目指す取組内容。他プロジェクトから派生した話題提供。 

第 3 回 取組の経過報告。展開する上での課題の検討。 

第 4 回 県産材商品の紹介や使用方法・工夫について、ライフステージ

別に提案。 

第 5 回 積み木プレゼント事業の提案についての検討。今後の進め方。 

第 6 回 進捗状況の確認。制作物の検討。来年度以降の進め方について。 

第 7 回 作成されたサンプルの確認と課題の検討。次への展開について。 

第 8 回 事業提案結果の報告。県産材キットの情報について。 

第 9 回 来年度につなげる事業内容の確認。 

成 果 

第 1 回 出席者 8 名 

第 2 回    7 名 

第 3 回    11 名 

第 4 回    7 名 

第 5 回    7 名 

第 6 回    7 名 

第 7 回    7 名 

第 8 回    8 名 

第 9 回    7 名 

 平成 23 年度森林環境税活用事業として 

  「人の成長に合わせた木との出会い事業」を提案。 

 結果：継続が困難等の理由から、予算化には至らなかった。 

 

    【交通エコポイント原資の利用還元】 

内 容 

交通エコポイントの原資は、利用者のエコポイント換算値に応じて交通

事業者が負担するもので、概ね 100 万円を負担することとし、その原資還

元方法については、高知県地球温暖化防止県民会議において検討するとし

て事業創設。平成２２年度は小学生を対象として学校での社会体験学習時

に、ですかカード利用による公共交通乗車の体験を通じて、将来的な利用

啓発を育むことを目的として、「ですか」でゴーを実施した。 

成 果 

H23 年 3 月 14 日現在の利用者数は 1,533 名。利用金額は 414,870

円。校外活動において公共交通を利用することで、低炭素社会への意識の

向上や、車内での公共マナーが身につくなどの成果がみられている。 
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   （2）委託事業実施状況 

 「子どもにもつけられる環境家計簿」促進プロジェクト 

目的 
 子どもの行動力と家族の絆に注目し、子どもが主導権を持って、家族ぐ

るみで省エネ行動に取り込むことを目指す。 

概要 

○子ども向け 

 エコシートの作成。モデル校への出前授業。一般家庭に向けたチャレン

ジ家族の募集。取組の呼びかけと経過発表を行うイベントの実施。取組終

了後のデータ回収および集計。 

○大人・一般向け 

 温暖化対策パンフレットの作成。 

成果 

○子ども向け 

・9 月 29 日、12 月 15 日、いの町立伊野南小学校で出前授業を実施。 

・平成 23 年 1 月１５日の「第 3 回えこらぼの文化祭」、1 月 29・30

日の「ソーレまつり 2011」において、取組み内容の紹介とチャレンジ

家族のお約束を展示した。 

・チャレンジ家族への応募：40 世帯 

○大人・一般向け 

・家庭でできる温暖化対策をまとめたパンフレットを作成。CO2 排出量

の算出方法を掲載するとともに、県の環境家計簿 HP へのアクセスを記

載し、継続できるようにした。 

 

   

 ３  今後の課題 

 県民部会 

課 題 

・部会への出席者については、固定化が見られるため、多方面からの協力

を得るための方法を検討する。 

・ホームページの内容の充実を図る。 

 

 グリーンコンシューマーワーキング 

課 題 

・グリーンコンシューマー育成の視点から課題を明らかにし、各課題に応

じて分散させるなど、細かい対応が必要。 

・マイバッグキャンペーンについては、県民会議会員以外に向けて展開す

るための体制づくりを行う。また、2 年分の蓄積データをどのように生か

せるか検討する。 
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 木づかいワーキング 

課 題 
・次年度の事業提案および実施に向けた体制づくりを行う。 

・参加者層の拡大を目指す。 

 

 「子どもにもつけられる環境家計簿」促進プロジェクト 

課 題 

・学校へのアプローチについては、タイミングのよい時期を検討する。 

・検針票を扱うことや、家族ぐるみの取組みが不可欠なため、保護者への

フォローの方法を検討する。 

・だれもが教育・指導のツールとして活用できるよう、プログラム（パッ

ケージ）化を行う。 

 

 交通エコポイント原資の還元「ですか」でゴー 

課 題 

・大規模校の 1 学年人数に対応できるよう、160 枚のカードを管理してお

り、チャージ額だけでも 20 万円程度となる。予算が少なくなってきた場

合、カード数を減らして、残りのカードにチャージすることになるが、そ

の見きわめと対応が難しい。 

・利用人数が多い場合は乗降に時間がかかるため、他の利用客に迷惑とな

る。そのような場合の工夫を望む声があがっている。 

・単に無料で利用できるだけの仕組みにならないよう、取組の内容を学校

関係者や保護者にも伝えることが必要と思われる。 

・次年度も引き続き実施したい。 
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平成 22 年度事業者部会 

   １ 活動目標 

     事業者の業務にかかわる二酸化炭素排出削減等の取組を、その成果

を見える化しながら進めていき、温暖化防止活動を行う事業者やその

従業員を持続的に増やしていく仕組み作りをしながら増やしていく。 

 

   ２ 活動実績 

（１）部会開催及びワーキング開催回数 

    【事業者部会開催】 

開催日 
第 1 回 H22 年 6 月 28 日 

第 2 回  〃 11 月 8 日 

内 容 
第 1 回 部会長、副部会長の選任及び H22 年度事業計画の確認 
第 2 回 高知県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）についての意見徴収 

成 果 
第 1 回 31 団体 44 名参加 
第 2 回 31 団体 31 名参加 

 
    【環境委員会の開催】  

開催日 
第 1 回 H22 年 5 月 14 日 
第 2 回 H22 年 11 月 10 日 

内 容 
第 1 回 H 21 年度事業報告、H 22 年度取組(事業者部会として) 
第 2 回 H 22 年度事業進捗報告、H 23 年度事業案 

成 果 

地球温暖化防止県民会議事業者部会ワーキングとして、当委員
会で方針決定し、環境をテーマに商工会議所内の各部会が活動す
ることとなった。それぞれの部会開催日は以下のとおり 

9 月 7 日 合同部会（幹事建設部会） 
  12 月 7 日 卸商業部会・小売商業部会 
  2 月 18 日 エネルギー部会 
  2 月 18 日 交通運輸部会 

 
    (２) 事業実施状況 

 ストップ温暖化宣言事業者推進事業の周知及び普及 

内 容 
 チラシ発送、ホームページによる情報発信により、宣言事業者
を広く募集、応募事業者に「宣言書」を発行するとともに、ホー
ムページに事業者名を掲載 

成 果  25 事業者が宣言（ 3 月 3 日） 

 

 ・省エネアドバイザーの周知・派遣 

内 容 
 省エネアドバイザーと協定書を締結、無料派遣事業をチラシ、

ラジオ、ホームページで周知して利用を呼びかけた。 

成 果 
 申し込みのあった、2 社に各 2 回、計 4 回、省エネアドバイ
ザーを無料派遣 
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 エコアクション 21 その他の環境マネジメントシステムの取組推進 

内 容 
 エコアクション 21 システム導入セミナー、地域ブロック会を
開催、審査人候補者の開拓 

成 果 

・エコアクション 21 システム導入セミナー実施 
  8 月 26 日 22 団体 32 名参加（地域ブロック会共催） 
 11 月 9 日 42 団体 55 名参加 
・エコアクション 21 審査人候補者 2 名（23 年度受験見込）発掘 

 

 ・省エネ機器導入の促進 

内 容 
 省エネ機器導入支援情報を収集し、ホームページで紹介した。 

成 果 

・ＮＥＤＯ 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
・ＥＳＣＯ 一般社団法人 ＥＳＣＯ推進協議会 
・高知県グリーンニューディール基金事業 
・財団法人省エネルギーセンター 
の各情報掲載ページへのリンクを掲載 

 

 ・エコ通勤ウィークの参加促進 

内 容 

 県民会議の統一的な取組である高知エコ通勤ウィーク(11 月

15 日～同月 21 日)への参加呼びかけをチラシ、ラジオ、ホーム

ページで実施するとともに、参加受付、結果集約を行った。  

成 果  16 団体、457 人が参加し、3.3t-CO2 の削減が実現できた。 

 

   （３） 今後への課題 

継続活動 環境配慮型経営に取り組む事業者の拡大 
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平成 22 年度行政部会 

   １ 活動目標 

     行政自らの温暖化対策を推進するとともに、県民、事業者等との連

携を強化して地域の取組を促進する。 

   ２ 活動実績 

   （１）部会開催及びワーキングの開催回数 

    【行政部会の開催】 

開催日 

第 1 回 H22 年 7 月 1 日 
第 2 回  〃 10 月 13 日 
第 3 回  〃 11 月 24 日 

第 4 回 H23 年 2 月 22 日 

内 容 

第 1 回 部会長、副部会長の選任及び H22 年度事業計画の確認 
第 2 回 地方公共団体実行計画（区域施策編）の策定についての研修会 

第 3 回 高知県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）についての意見徴収 

第 4 回 H22 年度活動報告及び H23 年度事業計画について 

成 果 

第 1 回 34 市町村 40 名参加 
第 2 回 29 市町村 39 名参加 

第 3 回 22 市町村 23 名参加 

第 4 回 18 市町村 23 名参加 

 

     【レジ袋ワーキングの開催】 

開催日 

【レジ袋削減協定等のスキームづくりワーキング開催】 

第 1 回 H23 年 1 月 26 日 
第 2 回   〃   2 月 15 日 

内 容 
第 1 回 先進事例の情報共有と検討課題について 
第 2 回 次年度の取組について 

成 果 
第 1 回  6 市町村  7 名参加 
第 2 回  5 市町村  6 名参加 

 

   (２) 事業実施状況 

 ・地方公共団体実行計画の策定の推進 

内容 

 実行計画の策定に向けた学習会と県の地球温暖化対策実行計画

への意見聴取 

  ・第 2 回行政部会 平成 22 年 10 月 13 日 学習会 

・第 3 回行政部会 平成 22 年 11 月 24 日 意見聴取 

成果 

 ・新たに計画を作成した市町村 ２【大豊町、中土佐町】 

 ・新たに高知県庁環境マネジメントシステムの導入 １ 

【四万十市】 

（H22 年 4 月比、H23 年 2 月時点） 
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 ・グリーン購入実施計画の策定の推進 

内容  各市町村におけるグリーン購入の実践、状況把握、結果の公表 

成果 
 新たに計画を作成した市町村 １【四万十市】 

（H22 年 6 月比、H23 年 2 月時点） 

 

 ・地球温暖化防止推進員の活用及び増員 

内容 

 推進員との協働の場を広げていくため、県内３箇所でブロック

会を開催 

・7 月 26 日（幡多地区）参加 7 市町村 10 名、推進員 8 名 

・7 月 28 日（東部地区）参加 4 市町村 4 名、推進員 4 名 

・8 月 2 日(中央地区) 参加 12 市町村 18 名、推進員 14 名 

（9 月 29 日（嶺北地区）参加 3 町村） 

成果  嶺北ブロックにおいて平成 23 年度推進員候補者１名を選出 

 

 ・エコ通勤の促進 

内容  県民会議の統一的な取組である高知エコ通勤ウィークに参加  

成果 
 四万十市、四万十町、県庁 参加 170 名 834.8kg-co2 

一人当たり 4.9kg-co2 

 

 ・レジ袋削減に向けた取組 

内容 
・レジ袋削減協定等のスキームづくりワーキングの開催 

・男も女も持つぞマイバッグキャンペーンへの参加 

成果 

・レジ袋削減に向けたスキームの作成 

・キャンペーン参加実績（香南市、南国市、県庁 参加 76 グル

ープ 746 名、1.03kg-co2/人） 

 

   ３ 今後への課題 

継続活動 ・市町村の地方公共団体実行計画及びグリーン購入実施計画導入の
推進 

・市町村との温暖化防止活動推進員の活動との連携促進及び推進員
の全市町村配置又は増員 

・県民、事業者と連携した温暖化対策の推進 
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【第２号議案】

１ 県民部会　事業計画

事業目標

事業費： 4,286千円 事業費： 4,098千円

① 　環境家計簿の作成・普及（県委託事業） ① 　環境家計簿の作成・普及（県委託事業）

② 　レジ袋削減取組推進（県委託事業）

② ③

③ ④

【例】 【例】

○ マイバッグキャンペーンの展開

○ 公共交通エコポイント社会還元及び普及啓発 ○ 公共交通エコポイント社会還元及び普及啓発

○ 省エネ家電の普及促進等 ○ 省エネ家電の普及促進等

○ 県民の木づかい（木材利用）の促進 ○ 県民の木づかい（木材利用）の促進

○ グリーン購入の促進（グリーンコンシューマーの育成） ○ グリーン購入の促進のための普及啓発

○ 森林のＣＯ２吸収の促進効果に関する啓発

○ 環境学習や観光資源として活用する環境に関する先進的な取組の発掘

○ 県民啓発ツールの活用・普及等

平成23年度　高知県地球温暖化防止県民会議事業計画議案

　家庭での二酸化炭素排出削減等の取組を、成果を見える化しながら進めていき、温暖化防止活動を行う県民をあらゆる機会をとらえて増やしていく。

事業項目

平成２２年度 平成２３年度

（「使いたくなる環境家計簿」、｢こどもがつけたがる環境家計簿｣）   一般向け・こども向け

　県民部会（ワーキングを含む。）の開催等（県委託事業） 　県民部会（ワーキングを含む。）の開催等（県委託事業）

　部会から提案されるＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながる民生家
庭系、運輸部門等の活動を支援する事業（部会における提案事業）

　部会から提案されるＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながる家庭部
門、運輸部門等の活動を支援する事業（部会における提案事業）
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２ 事業者部会　事業計画

事業目標

事業費： 4,709千円 事業費： 4,628千円

① 　ストップ温暖化宣言事業者推進事業の周知及び普及（県委託事業） ① 　ストップ温暖化宣言事業者推進事業の周知及び普及（県委託事業）

② 　環境フォーラム開催による環境配慮型経営の普及促進（県委託事業）

② ③

③ 　省エネアドバイザーの周知・派遣（県委託事業） ④ 　省エネアドバイザーの周知・派遣（県委託事業）

④ 　省エネ機器導入の促進（県委託事業） ⑤ 　省エネ機器導入の促進（県委託事業）

⑤ 　エコ通勤ウィークの参加促進（県委託事業） ⑥ 　エコ通勤ウィークの参加促進（県委託事業）

⑥ ⑦

⑦ ⑧

【例】 【例】

○ エコホテルをはじめとするエコサービスの取組の推進 ○ エコホテルをはじめとするエコサービスの取組の推進

○ 環境配慮型製品の開発等に関する情報提供 ○ 環境配慮型製品の開発等に関する情報提供

　事業者の業務にかかわる二酸化炭素排出削減等の取組を、その成果を見える化しながら進めていき、温暖化防止活動を行う事業者やその従業員を持続的に
増やしていく仕組み作りをしながら増やしていく。

事業項目

平成２２年度 平成２３年度

　エコアクション２１その他の環境マネジメントシステムの取組推進（県
委託事業）

　エコアクション２１その他の環境マネジメントシステムの取組推進（県委
託事業）

　事業者部会（ワーキングを含む。）の開催等（県委託事業） 　事業者部会（ワーキングを含む。）の開催等（県委託事業）

　部会から提案されるＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながる民生業
務系、運輸部門等の活動を支援する事業（部会における提案事業）

　部会から提案されるＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながる民生業務
系、運輸部門等の活動を支援する事業（部会における提案事業）
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３ 行政部会　事業計画

事業目標

① 　地方公共団体実行計画の策定の推進 ① 　地方公共団体実行計画の策定の推進

　　策定市町村数 事務事業編　２１ 区域施策編　５ 　　新たに策定する市町村数(予定)　事務事業編　６　区域施策編　４

　　市町村は排出量の公表を目指す。

② 導入済　２市町 ② 新たに導入する市町村数(予定)　１０

③ 　グリーン購入の推進　　計画策定済市町村数　１０ ③ 　グリーン購入の推進　　新たに計画を策定する市町村数(予定)　６

④ 　地球温暖化防止活動推進員の活用及び増員 ④ 　地球温暖化防止活動推進員の活用及び増員

　　平成２２年度末現在登録数５０名(16市町村) 　　推進員の増員、推進員不在市町村(18市町村)の解消に努める

⑤ 　地域協議会活動の発足スキームづくり ⑤ 　県民への地球温暖化防止の啓発 ワーキングチームの発足

⑥ 　エコ通勤の促進 ⑥ 　エコ通勤・エコドライブの促進

　　県＋２市町参加 　　目標　県＋全市町村のエコ通勤、エコドライブ講習会への参加の増加

⑦ 　森林吸収対策の目標達成 ⑦ 　森林吸収対策の目標達成

⑧ 　レジ袋削減協定のスキームづくり ⑧ 　レジ袋削減の推進

　・全市町村広報誌への啓発記事掲載　・キャンペーンへの全市町村参加

⑨ ⑨

　　⑧のワーキング、①の研修会 　　①の研修会　⑤のワーキング、行政の先進事例研修会

⑩ 　その他行政の温暖化対策の推進に関する事業（部会からの提案事業） ⑩ 　その他行政の温暖化対策の推進に関する事業（部会からの提案事業）

⑪ ⑪

事業項目

平成２２年度 平成２３年度

　環境マネジメントシステムの導入 　環境マネジメントシステムの導入

　行政部会（ワーキングを含む。）の開催等 　行政部会（ワーキングを含む。）の開催等

　その他ＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながるような県民、事業者
等の取組を支援する事業（部会からの提案事業）

　その他ＣＯ２削減効果が高く、県民運動につながるような県民、事業者等
の取組を支援する事業（部会からの提案事業）

　行政自らの温暖化対策を推進するとともに、県民、事業者等との連携を強化して地域の取組を促進する。
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表　　彰
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表彰の受賞者の一覧

表彰名 表彰対象活動 表彰しようとする事由

家電製品の適切なメン
テナンスによる節電効
果の普及啓発

高知県電機商業組合
　　　　　会長　岡林　秀雄

　家電製品のメンテナンスによ
る節電効果と暮らしの快適性の
向上についてのパンフレット、
パネルによる普及啓発に併せ
て、削減効果の測定方法の標準
化に取り組み、削減効果の実証
実験も行ったことを評価

マイバッグ推進キャン
ペーン
『男も持つぞ！マイ
バッグ！』

①香南市役所
市長　 仙頭　義寛

キャンペーン期間中、グループ
全体のレジ袋削減によるCO2削
減量が最も多かった団体
参加人数：382名
CO2削減量：408.68Kg

②大和ハウス工業株式会社
高知支店　支店長　小林　健司

キャンペーン期間中、参加者一
人当たりのレジ袋削減による
CO2削減量が最も多かった団体
CO2削減量：2.07Kg／人

③財団法人黒潮生物研究財団
理事長　深田　純子

部会長表彰

環境家計簿の普及啓発
子どもにもつけられる環境家計簿
プロジェクトチームリーダー　松本　和子

　子ども達が家庭内で光熱水量
を削減するためのリーダーとな
り、削減目標を達成した場合の
お約束を決めるなどの、ユニー
クな取組を評価

受賞団体の名称
及び代表者

会長表彰 エコアクション21普及
特定非営利活動法人
　　エコアクション21こうち
　　　　　会長　植木　和宏

　事業者部会開催の「エコアク
ション21基礎セミナー」の開催
（講師）や広報への協力、認
証、審査等を通じた、県内事業
者の環境経営普及への貢献

【参考資料】
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注目してみませんか、我が家のエネルギー使用順位 

県民会議会員家庭の 

エネルギー・資源使用データを募集します。 
（電気・ガス・水道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

我が家は、エネルギー使い過ぎ？ 節約家庭？ 

県民がどのくらいのエネルギーを使っているのか見える化の資料と

するため、家庭でのエネルギー・資源の使用量調査を実施します。 

目標データ数は３００家庭分。 

期間は 7 月から 11 月。 

電気・ガス・水道の使用量をお知らせいただくだけです。 

詳細は、改めてお知らせします。皆様ご協力をお願いします。 

エネルギー 
の 

モノサシ 
調査 

この事業は、高知県地球温暖化防止県民会議 県民部会の事業として実施します。会員

の皆様にご協力いただくことで、資料の精度が高まります。よろしくお願いいたします。 
【連絡先】高知県地球温暖化防止活動推進センターＴＥＬ：088-822-5554 

もちろん、匿名 

各部会事業への参加要請 

資料１ 
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平成２３年度 事業継続（「ですか」でゴー）に関するお願い 

 

事業名：「ですか」でゴー 

内 容：（平成 21 年度の県民会議公共交通部会において提案され、平成 22 年度に事業化） 

高知県内の小学生を対象に校外活動等の移動の際に使用できるよう、路面電

車・バスで利用できる「ですか」を無料で貸し出すものです。 

株式会社「ですか」の、交通エコポイント原資の還元事業として、環境活動支

援センターえこらぼ（県民部会事務局）が受託し、運営を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※カードのデポジット料（預け金）と、今年度の運営費を除く。 

 

今年度の事業継続と寄付協力について 

 この事業は、公共交通の利用による環境学習の効果が高く、学校側からは継続を望む声

が多くあがっています。 

 「ですか」を利用して、積極的に校外活動に出ることは、教室では得ることのできない

教育効果があると考え、事業継続を強く願っています。 

 22 年度の残額で運営する場合、数ヶ月で予算不足が予想されます。このため県民会議

会員の事業所・団体の皆様に、事業を継続するための寄付のご協力をお願いするものです。 

 

23 年度 利用者見込み数 ３,０００名 

利用金額見込み ８００,０００円 

寄付金総額目標 ６００,０００円～ 

 
 
 
 

高知県地球温暖化防止県民会議県民部会事務局 

環境活動支援センター えこらぼ 

22 年度 利用者数 １,５４５名 

利用金額 ４１５,４７０円 

残額※ ２０４,５３０円 

各部会事業への参加要請 

資料２ 
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～ 環境と経営の両立を考え、環境経営で利益を生み出す ～ 

エコアクション 21 セミナー 

基礎編 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 日 時  平成２３年６月２３日（木） ９：００～１２：００ 

■ 場 所  高知商工会館 高知市本町１－６－２４ 

■ 講 師  エコアクション２１ 審査人 （事例紹介として、２社程度） 

■ 募 集  約１００名 （事前申し込みをお願いします。） 

■ 参加費  無料 （駐車料金は有料となります） 

■ 対象者  経営者 環境管理担当者 

エコアクション 21とは、環境省が定めた主に中小企業を対象と

した環境経営システムです。二酸化炭素・廃棄物などの削減に取

り組み、その活動レポートを作成、公表することで、環境にやさ

しい経営の証明が得られる仕組みです。この取り組みを通じて、

業務の効率化を図り、取引を有利に展開できるビジネスツールと

して注目されています。しかし、環境経営への取り組みの現状は、

まだ多くの企業が、【何から手をつけていいか分からない】や 

【経済的な負担が大きい】との理由で、すすんでいません。 

今回のセミナーでは、エコアクション２１の概要や進め方、実

際に取り組んでいる企業の事例をご紹介する事により、エコアク

ション 21の基礎知識を学び、環境と経営の両立を考えていくセミ

ナーです。 

 

平成23年度高知県建設工事入札参

加資格審査における地域点数算定

方法等要領において、社会と地域に

貢献する企業に対する評価として

下記の適用となりました。 

（平成24年度資格者名簿への登載

のための資格審査からは次のとお

り適用する） 

入札参加資格審査基準日において、

ＩＳＯ（国際標準化機構）の環境マ

ネジメントシステム（ISO14000 シ

リーズ）の審査登録、又は（財）地

球環境戦略研究機関が実施する

「エコアクション２１」の認

証・登録を受けている場合は、

評価点 20 点とする。なお、品質

マネジメントシステム（ISO9000

シリーズ）の加点は廃止する。（高

知県土木部建設管理課ホームペー

ジより転載） 

セミナーで得られるもの 

・ 環境経営の仕組みや実践のポイントがわかる。 

・ お金をかけずに実施できる多くの手法も得られる。 

・ 役に立つ施策について、情報を得ることができる。 

「エコアクション 21」のメリット 

・ISO14001 と比べ取り組みやすく 審査、認証・登録の費用が安い 

・省エネ、省資源、経費の節減 

・環境活動レポート公表による取引先や消費者からの信頼性の向上、

取引機会の増大 

・全社員参加による環境意識の向上、事業の改善に寄与 

 

ご連絡 

◆後援    ＮＰＯ法人エコアクション２１こうち  高知県環境カウンセラー協会 

◆お問合せ  高知県地球温暖化防止県民会議事業者部会（高知商工会議所内） 担当＝久保、高橋 

      ＴＥＬ：０８８－８７５－１１７０ ／ ＦＡＸ：０８８－８７３－０５７２ 

      メールアドレス soumu@cciweb.or.jp  

各部会事業への参加要請 

資料３ 
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E-mail  soumu@cciweb.or.jp 

ＦＡＸ  ０８８－８７３－０５７２ 

 

高知県地球温暖化防止県民会議 事業者部会（高知商工会議所内） 

 （担当） 久保・高橋 行き 

 

エコアクション 21 セミナー 基礎編  

 

（6 月 23 日 開催分） 

受 講 申 込 書 

                   

 

      事業所名 

       

                          

      

      所 在 地 

 

                          

 

      電話番号 

 

                          

 

メールアドレス 

 

                       

 

 

氏     名 役 職 等 
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すでに

取り組

んでい

る

取組を

検討し

ている

取り組

んでい

ない

無回

答
アンケート結果

省エネの達人が伝授する 

省エネから始める 

儲かる体質づくりセミナー 

 

～日々のコツコツ（無駄の削減）がお金に変わる～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

日時   平成２３年６月８日（水） 

   １３：００～１５：００ 

場所   中村商工会館 四万十市中村小姓町４６ 

講師   四国電気保安協会 市川省二氏 

募集   約３０名 

  （事前申し込みをお願いいたします） 

参加費  無料 

対象者  経営者 環境管理担当者 

 

セミナーの内容について 

 

 

・電気の省エネのポイントについて（事業所と家庭について説明いたします） 
・エコアクション 21 について 

◆お問合せ  高知県地球温暖化防止県民会議事業者部会（高知商工会議所内）  

担当＝久保、高橋 

       ＴＥＬ：０８８－８７５－１１７０ 

       ＦＡＸ：０８８－８７３－０５７２ 

       メールアドレス  soumu@cciweb.or.jp 

地球温暖化が深刻な問題となっている中、下図のように、環境に配慮した経営に取

り組んでいる事業所は３２％で、取り組んでいない事業所は４４％となっています。 
取組が進まない理由の第１位は「何から取り組めばよいのか分からない」でした。 
そこで、今回、「省エネの達人」による「省エネから始める儲かる体質づくりセミ

ナー」を開催し、事業者や家庭での取組をすすめていきたいと考えておりますので、

ぜひ、ご参加をお願いいたします。 

エコアクション 21
も説明いたします。 

各部会事業への参加要請 

資料４ 
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E-mail  soumu@cciweb.or.jp 

ＦＡＸ  ０８８－８７３－０５７２ 

 

高知県地球温暖化防止県民会議 事業者部会（高知商工会議所内） 

    （担当） 久保・高橋 行き 

 

省エネから始める儲かる体質づくりセミナー 

（四万十市） 

受 講 申 込 書 
     

               

 

      事業所名 

       

                          

      

      所 在 地 

 

                          

 

      電話番号 

 

                          

 

氏     名 役 職 等 
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高知県豊かな環境づくり
総合支援事業費補助金

平成２３年度

【提出・お問い合わせ先】高知県林業振興・環境部林業環境政策課

ＴＥＬ：０８８－８２１－４５７２ ＦＡＸ：０８８－８２１－４５７６

■対 象 者 高知県内の市町村等（公益法人を含む。）又はＮＰＯ等

■対象事業 上記に示す３つの事業で、県内で行う取組であること。

また、平成２３年度内に事業が完了すること。

■補助率等 市町村等：補助対象経費の２分の１以内

（１件当たりの補助金の範囲が１０万円以上、３００万円以下）

Ｎ Ｐ Ｏ等：定額（１件当たりの補助金の範囲が５０万円以下）

■募集締切 平成２３年５月２５日（水）必着

■そ の 他 応募された事業は６月中旬に各団体によるプレゼンテーション方式による審査会を開

催し、７月上旬には採否を決定のうえ 交付決定を行う予定です。審査会の開催につき

ましては、別途ご連絡します。

★詳しい内容及び応募様式は、高知県林業振興・環境部林業環境政策課

（http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030101/）ホームページをご覧ください。

『高知県豊かな環境づくり総合支援事業費補助金』は、環境の保全と創造に関する

地域の課題を解決するために実施する事業を募集します。

具体的には、以下の事業が対象となります。

応募団体募集中！！
高知県環境基本計画

第三次計画
シンボルマーク

 

① 地球温暖化防止県民会議推進事業

高知県地球温暖化防止県民会議の会員又は会員が代表構成員となる実行委員会が行う県民、事業者等に地球温
暖化対策に向けた率先行動を促す事業（高知県地球温暖化防止県民会議幹事会において適当であると認められた事
業に限る。）

② 豊かな流域づくり活動支援事業

県又は市町村等が策定した清流保全計画に基づき、河川環境保全の取組を行い、流域の保全・振興・共生の仕組み
づくりに取り組む団体等が行う次に掲げる事業

ア 流域の環境資源についての情報発信と活用

イ 河川環境学習の推進

ウ その他清流保全につながる取組

③ その他特に知事が必要があると認める事業

上記以外で、「高知県環境基本計画第三次計画」が目指す方向性に沿った取組であり、５つの対象分野（地球温暖化
への対策、循環型社会への取組（３Ｒの推進等）、自然環境を守る取組、環境ビジネスの振興、環境学習の推進とネット
ワークづくり）の事業で、特に知事が必要と認めるもの

※ただし、森林環境の保全に関する事業を除く

補助金募集チラシ

資料５

25


	
	Sheet1
	部会長賞 (最終)

	
	高知県豊かな環境づくり�総合支援事業費補助金




